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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7193 3,7216 0,06% 3,37% 3,1210 3,9672

対円 JPY 29,67 29,65 -0,07% -2,40% 35,13 27,63

対ユーロ BRL 4,3694 4,3875 0,41% 2,04% 3,8531 4,6831

対ドル JPY 110,37 110,34 -0,03% 0,87% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 129,64 130,11 0,36% -0,40% 124,62 137,50

Index 72.754 72.122 -0,87% -15,37% 88.318 71.035

bps 264,70 263,94 -0,29% 42,75% 269,27 142,50

% 11,69 11,81 1,03% 17,28% 12,40 9,43

% 7,15 7,23 1,12% 14,49% 7,88 6,21

% 2,3356 2,3356 0,00% -0,29% 2,3691 1,6959

Index 200,14 200,09 -0,02% -1,70% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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Sumitomo Mitsui Banking Corporation Brazil    DAILY MARKET REPORT
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ブラジル中銀によるスワップ介入が奏功し、昨日のドルレアルスポット相場も比較的レンジの狭い取引に終始
した。中銀は１本目に４万枚（２０億ドル相当）の入札を実施。その後追加で３万枚（１５億ドル相当）の入札通知
で相場を３．６８台半ばまで押し下げることに成功したが、ＦＯＭＣ政策決定後にドル高がグローバルに広がり、
３．７３台後半までレアルは下落。中銀も即座に２万枚（１０億ドル相当）の入札通知で対抗したものの、ドル高と
いうトレンドの前に、人為的な介入も効果が減退しつつある印象。最終的に３．７２台前半で取引を終えている。
ＦＯＭＣでは予想通りＦＦ金利誘導目標が０．２５ｂｐｓ引き上げられ、１．７５－２．００％となった。利上げは今年
に入って２度目。特に注目されるのは、インフレ率が従来の見通しよりも早いペースで上昇していることから、
今年の利上げ予測が４回に上方修正されたことであろう。最新のドット（金利予測分布図）によると、今年通年
の利上げ回数を４回以上と予想する当局者が前回３月の７人から８人に増加。一方、適切な利上げ回数が３回
以下とみる当局者が８人から７人に減少している。ＦＯＭＣは利上げペースを速めても経済成長は引き続き拡
大するとの見方を示唆しており、声明文でも、「ＦＦ金利目標レンジのさらなる漸進的な引き上げが、経済活動
の持続的拡大、力強い労働市場環境、及び、インフレ率が中期的に対照的な２％目標付近で推移することと
合致すると見込んでいる」と記述している。気になるのはブラジルを含む新興国への影響であるが、パウエル
議長はかねてから、「新興市場は米利上げの波乱を乗り切る力を備えている」との見解を示している。


